
 

 

 

 

 

 

右のグラフをよく見ると、企業の経常利益

は３倍近く、内部留保は２.４倍、株主への配当

金は約５倍、しかし、従業員の給与は上がっ

ていない。 

右下図を見ると、賃金が上がっていないの

は日本だけ。非正規増やして賃金低下＋消費

税や社会保険料負担増⇒ 消費低迷 ⇒ ＧＤＰ

停滞。 

ＧＤＰ総額では世界３位の日本ですが、１

人当たりのＧＤＰは２３位。「先進国」と言えな

いところまで落ち込んでいます。 

「アベノミクスで日本の経済は成長す

る」は、ウソだったのです。（ただし、

大企業の利益は大幅に増加。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 教育の公的支出(ＧＤＰ比)は、ＯＥＣＤ諸国でワースト２

位。人口当たりの医師数も少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の指標でも 

・ジェンダーギャップ指数：１２０位(２０２１年) 

・幸福度ランキング：５６位(２０２１年) 

・世界報道自由度ランキング：６７位(２０２１年) 

１人当たりのＧＤＰ 

１９９０年 ９位  

２０００年 ２位  

２０１０年 １８位  

２０２０年 ２３位  

内
部
留
保
2.4
倍 

↓ 

賃金を上げない日本 ＤＧＰも低迷 

教育などにお金をかけない日本 



 

 

「ルールなき資本主義」──日本とヨーロッパとの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会保障のために消費税が必要」と導

入。しかし、右図のように、社会保障制

度は悪くなっています。 

消費税の収入は、法人税減税と富裕層

の減税で消えてしまったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費税収は？ 


